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抵抗感や苦手意識が少しある  5名  3名































Body & Feeling Diaryわかちあい
学びジャーナル記入
8回目 6/9 Body & Feeling Diaryわかちあい
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　3）においては，ボディワークで開発・改善してきた Body ＆ Feeling Diary4）の記入により，自
己のからだに注意を向けるトレーニングを行う。それは当然他者のからだを観るトレーニングにも




な影響を与えたと思いますか？」という問いに対する反応を見ると，Body ＆ Feeling Diary記入の







めるものが多く，緊張が和らいだ / Body ＆ Feeling Diaryで他の人の生活を知ることで，学生生
活のリズムをつかみやすくなった









































































体温などのリズムの記録を行う Body ＆ Feeling Diaryを日課とした。全 8回の授業で，約 7週に
わたる Diaryの記録を振り返り，学生は，自身の体調の変動やリズムを把握したり，それらと天候
や生活状況との関係に気づいたり（天候と頭痛の部位の変化など），五感の用い方や呼吸などの課
題にチャレンジしたことによる気づきを得ていた。特に呼吸について，赤ちゃん呼吸の実施により
寝付きが良くなったとの報告が多く見受けられ，中には 30分ほどかかっていた寝入りまでの時間
が 10分程度に短縮されたとの報告もあった。また，体調管理のクセがついたとの報告もあり，「ス
トレスがたまったらすぐに気づくことができ，からだに影響が出る前に対処できるようになりまし
た」，「呼吸を特に意識して行うようにしていて，気持ちがゆらいでしまった時やリラックスしたい
時など，とても役立っている」など，授業において実施したプログラムを積極的に自身のセルフケ
アに役立てている様子が窺えた。
おわりに
　本論文では，半田常滑看護専門学校での「ボディワーク」における学生の反応から，学びの実態
を分析し，看護学生のためのボディワークについて検討した。
　授業開始当初，学生の反応として見受けられた他者にふれる，ふれられることへの苦手意識や抵
抗感に対し，ふれあう経験の不足によるものであろうと仮説を立て，プログラムを改善してきた。
しかしながら，本論における分析から，ふれることへの抵抗感は，ふれあう経験そのものが少ない
ことも然ることながら，その前提に人間関係という土台が形成されていないことが影響しているこ
とが示唆された。良好な関係性の構築がないままにふれあうことが非常に難しいことは，誰の想像
にも難くないであろう。また，良好な関係性の構築には，一人ひとりがユニークな存在であるとい
う前提に立った自己理解，他者理解が欠かせない。学生の反応から，「ボディワーク」の授業にお
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いては，この前提となる人間関係がうまく構築され，コミュニケーションが円滑になり，抵抗感が
薄れていったことが示された。加えて，自分自身のからだについて，医学的知識としての身体のみ
ならず，日々様々なことを感じ，変化していくものとして捉え，呼吸などセルフケアを実践してい
ることも窺えた。日本看護協会の調べによれば，看護師の離職理由として自身の身体的，精神的な
健康状態を挙げるものも少なくない状況にある12）。ボディワークは，感情労働ともいわれる看護職
に就く学生に必要な力の育成に貢献可能な教育プログラムであると考えられた。
　「ボディワーク」で取り上げた内容は看護職の学びとして役立つと思うかという質問に，一人の
学生は「大いに役立つと思います。『観察』は『見る』だけではない」と答えている。医療機器が
高度に発達し効率化が進んでいく現場において，患者を全人的に看る，かかわることはより求めら
れることになろう。ボディワークは，専門職としての健康管理やストレスケアも含めた看護師の育
成に貢献しうるプログラムであると考えられる。
　本論文は，2015年度南山大学パッヘ研究奨励金 I―A―2による研究成果の一部である。ここに記
して謝意を表する。
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